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研究成果の概要（和文）：科研23653278により得られた主な知見は次のとおりである。（１）省政府は、企業（地方企
業、海外企業）と学院の連携を促進させる役割を持っている.このため、教育資金の援助にも貢献している.（２）高等
職業技術学院は,地域に特有な産業（地方企業、海外企業）に寄与するための学科を持っている。それらの企業は、長
期インターンシップを行っている。（３）高等職業技術学院は二重学位の取得のためのプログラムを持っている.大学
と連携し、職業を持ちながら学士コースを取得できるプログラムも数多くある。

研究成果の概要（英文）：The main knowledge acquired by KAKEN 23653278 research is as follows. (1) Governme
nt of the prefecture makes promote cooperation of between company (the district company, the overseas firm
) and institute, for this reason, which contributes also to assistance of a tuition fund. (2) Occupation t
echnological institution has many subject of study for contributing to industry (the district company, the
 overseas firm) peculiar to the area. Those companies are performing internship over a long period of time
. (3) The occupation technological institution has a program for acquisition of a double degree. Cooperati
ng with some universities, there are also many programs which can acquire a university graduate course, ha
ving the occupation.
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１．研究開始当初の背景 

日本における高等職業教育機関の代表的

存在である高等専門学校は、従来から、工

業又は商船に関する学科を置く、という学

科設立の制約があったが、中教審（平成 3

年 2 月 8 日）において、「深く専門の学芸を

教授し、職業に必要な能力を育成すること」

などの法律上の制約のもとで、農業、商業、

外国語、情報系、芸術、体育などの専門的

職業早期教育の拡大が提言されたが、いく

つかの要因で改善されていない。そこで、

国際経済グローバル化、日本の人口低下な

どの影響で近年、あらゆる産業の雇用形態

が、大きく変化している状況に鑑み、日本

の高専の職業教育制度に新たな視点を加え

ようとするものである。 

 以上が、研究を開始した背景である。 

 

２．研究の目的 

 国際経済グローバル化、日本の人口低

下を考えた場合、日本の高専において、狭

い範囲の学科専攻学生のみではなく、広い

範囲の領域で科学的知識に裏打ちされ体験

重視型の創造性に富んだ専攻学生を早期に

育成し、確実な国際的競争力をつける必要

がある。そのため、たとえば、日本の高等

職業教育を海外から俯瞰し、今後の教育シ

ステムの発展に繋げることが喫緊の課題と

考えられる。欧米の教育システムも取り入

れ、内外の産業界との強い連携を持つ中国

の高等職業学院から、日本の高等専門学校

を俯瞰することも、ひとつの改善の方法で

あると考えられる。 

日本の職業教育機関、高等専門学校は、

学校教育法第 115 条第 1 項に示されている

ように、「深く専門の学芸を教授し、職業に

必要な能力を育成することを目的」として、

高等教育機関として昭和 37 年に創設され

ている。平成 3 年の制度改革により、より

精深な教育および研究指導を受けるための

専攻科制度が創設されて今日に至っている。

先頃，中央審議会において，キャリア教育・

職業教育特別部会などでも，高専という教

育組織はどこを狙うのが日本にとって最も

いいのか？というスタンスから，従来の組

み立て加工の製造技術から，専攻科を充実

した企画，研究開発などの汎用的人材育成

型の方向性について議論されている．  

一方、中国の職業教育は、1993 年以降，

省によって形態は異なるが，いくつかの変

遷を経て，中等専門学校，技術工学校，職

業高等学校＜以上，日本の工業高校に相当

＞が中等職業教育の役割であり，この上位

に高等職業技術学院，職業専門大学＜主と

して 3 年制，一年さらに学習することによ

り学士を与えるコースもある．中国では、

職業に特化した教育は，現在，世界 GDP2

位の急進する新興国として，あらゆるニー

ズに対応すべく徹底して行われている．語

学，芸術，体育はじめ技術教育に対しても

レベルは，極めて高い．最近の新しい動き

として，高等職業技術学院は，教員の資格

審査の整ったところから，大学の中の職業

教育部門としての位置づけを明確にし，効

率的組織的な新たな教育制度システムの構

築に，邁進している．このような状況の中

で、中国の高等職業教育と機関は、日本の

高等専門学校と比較すると下記の（１）（２）

（３）（４）について、特徴を持つ。 

（１） 地方政府の教育行政の高等職業

教育機関への関与 

（２） 地域の特性に対応した専攻の多



様性とその特徴 

（３） 入学試験方法の多様性とその特

徴 

（４）卒業後の就職、学位、海外教育、

継続教育など  

本研究の目的は、日本の高専のより良い

変革へのひとつのヒントとなるための調査

研究を行うことが主な目的である。 

 

３．研究の方法 

主として次の３点を主要な研究事項とし

た。 

（１） 高等職業技術学院，職業専門大学の

職業教育システムの中の位置づけ

を中心に、中国の技術教育システム

制度を調査研究。 

（２）高等職業技術学院，職業専門大学を

はじめとした職業教育が，特有の入学

システム経てどのようなインターバル

＜どのような技術教育手法を用いて学

生を支援しているのか？、座学および

実験実習＞およびどのようなアウトプ

ット＜社会のニーズ＞を期待されてい

るのか、を整理検討する。また、技術

インターンシップの現状を調査研究。 

（３）省政府（地方政府）の役割として、

職業教育の経費の多元化政策と教育

行政に直接関与していること の調

査。 

なお、（１）（２）は直接教育機関への訪

問調査（シラバス、実習、予算、就

職進学など）、（３）については山東

省政府の協力を得て、山東省の教育

機関を通して間接的な調査とした。 

 

４．研究の成果 

平成 23 年度から平成 25 年度の科学研究

費助成事業、挑戦的萌芽研究「中国の職業

教育機関の特徴と学習システムに関する研

究」 (課題番号 23653278) における主な

知見は次の（１），（２），（３），（４）に、

まとめることができる。  

（１） 中央政府と地方政府の教育行

政の役割について 

中華人民共和国教育部の中華人民共和国

職業教育法（１９９６）は、中華人民共和

国教育法（１９９５）と中華人民共和国労

働法（１９９４）を根拠法としている。重

要事項として下記が挙げられる。 

・国民経済と社会発展における職業教育の

重要な地位の確保 

・政府、業界、企業事業団体と社会団体お

よび個人を含む職業教育の運営体制 

・学校教育と学校外職業訓練から構成され

る中国職業教育体系 

・職業教育の保証条件および職業教育の指

導体制 

その他の重要事項として、省政府（地方政

府）の役割として、職業教育の経費の多元

化政策と教育行政に直接関与していること

が知見として判明した。 

  日本の高専の場合、地方行政が直接、

高専に教育や予算面に関与することはほと

んど皆無である。中国の場合、地方政府を

介在した地場産業,海外企業などの連携が

多く、資金の提供や実験機の提供も頻繁で

ある。 

（２）地域の特性に対応した専攻の多

様性とその特徴について 

 高等職業技術学院の学生が深く専門の

学芸を修得し、現代的手法を含めた職業

に必要な能力を持たなければならない。 



中国においては、従来の工業分野のほ

か、その他の分野として、地場に芽生え、

先進的なエンジニアリングのマインドを

持った商業、外国語、情報技術、伝統的

な芸術、体育、テクニカルな思考センス

も持った歴史文化観光の分野の学生をも

育成している。また幼稚園、小学校教員

養成も高等職業技術学院でも養成してい

るところも多くある。すなわち、地域の

特性に対応した専攻と地方で必要不可欠

な専攻を開いていると言える。 

日本の高等専門学校では、地域の特性

に対応した専攻はほとんど見られないの

が現状であり、地方の特有な１，２，３

次産業に寄与するための整備が行われて

いない。 

 

 （３）入学試験方法の多様性とその

特徴について 

高等職業技術学院の入学試験は、中国

のいわゆる“高考”（日本のセンター試験

に相当）と呼ばれ、大学入試の枠組みに

入っている。このため、高等職業技術学

院の学生は、いわゆる“大学生”または

“大専”または“専科生”と呼ばれ、基

本的に三年制（半年間の長期インターン

シップを含む）である。入試合格者につ

いては、基本的に入試の得点順位である

が、省内の学生かであるか、また、どこ

の省の出身なのかで高等職業技術学院の

募集する人員について、得点に一定の配

慮がなされている。 

日本の高専の場合、入学試験方法は、全

国共通で行うが、創成期から地方の特色を

生かした学科構成と言えず、工学または商

船が殆どであり、ごくわずかに他の分野が

含まれているに過ぎない現状である。日本

の高専の場合、地方政府（都道府県）から

の権限がないため、時流や地方の状態にあ

った政策を投入することができない。 

 

（４）卒業後の就職、学位、海外教育、

継続教育などについて  

中国においては GDP を１％増加させ

ると１００万人の新規雇用が可能となる。

現在の中国の GDP は 7.8％（H25 年 10

月 18 日中国国家当家局発表）で、約 780

万人の新規雇用が可能になるはずである

が、この最近の世界経済沈滞化の影響を

受け、職業技術学院卒業の学生の就職待

機者が多くなってきた。このため、結果

的に、最近の就職難の対策として、学位

取得、海外留学（ダブルディプロマ―目

的など）が盛んとなってきた。 

  日本の高専の場合、高校三年に相当す

る部分があるため、就職面、学位、ダブル

ディプロマなどにおいて、変則的なシステ

ムをとらざるを得ない。中国の場合、職業

技術学院の入学者も日本でのいわゆるセン

ター試験を受けて入学するシステムである。 

 

   訪問先高等職業技術学院など 

知見を得るために直接訪問調査した教育機

関は次のとおりである。（一部、調査を依頼

した機関を含む） 

（中国本土） 

山東職業技術学院,済南職業技術学院、煙台

大学, 山東省政府,威海职业学院,青島大学,

青島職業技術学院,包頭軽工職業技術学院、

宁波职业技术学院,天津科技大学,天津職業

技術師範大学,職業技術大学,麗江师范高等

专门学校,貴州職業技術学院および山東省



政府教育庁 

（台湾エリア） 

台湾聯合大学,正修科技大学,台北科技大学 

(香港エリヤ) 

香港 VTC 

  今後の問題点と研究継続の必要性 

中国の省政府（地方政府）の役割として、

職業教育の経費の多元化政策と教育行政に

直接関与しているように、日本においても

（ⅰ）地方行政手法の見直し、と（ⅱ）従

来の専攻も考慮しながら、地域の特性に対

応した専攻の多様性へ変容する意義は極め

て効果的であるで、本研究の継続は必要不

可欠と考える。日本の高専の将来像とも強

く関連するので、今後、科研 23653278 を

補完拡張し、（ⅰ）（ⅱ）のほか卒業後の就

職、学位、引き続く海外教育、継続教育に

ついて補完する必要がある。 
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